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2010年 10月 21ロ

厚生労働省医薬食品安全対策課御中

貴課の平成 20年 3月 26日 付け、同年 10月 3日 付け及び平成 21年 4月 15日 付けの文書に対

して、次のとおりご回答申し上げます。

2005年 3月 に「ゲフィチニブ使用に関するガイ ドライン」作成の後、肺癌の分子生物学的特

徴に関する研究、ゲフィチニブを含めた上皮成長因子阻害薬の作用機序や至適治療法に関する

研究が大幅に発展し、あらたな医療上のエビデンスが追加されました。

当学会におきまして、上皮成長因子受容体異常の正確な評価・診断法)上皮盛長因子阻害薬

のより有効かつ安全な使用法について検討を重ねた結果、一定の成果に達しましたので、この

たび改訂版を発表することになりt先ず非小細胞肺癌Ⅳ期のガイドラインを公表いたしましたL

今後は
'順

次、他の項目のガイ ドラインの公表を行い、年内には全体の公表を終了する予定です。

2005年 3月 のガイドライン作成時には、当学会において利益相反に関する規定が未整備であ

ったため、当時めガイドライン委員の利益相反状態については把握できておりませんでしたが、

当学会は2008年 H月 に利益相反指針を制定し、今次のガイドラインにっいては、同指針によ

リガイ ドライン委員の利益相反状態を把握しております。ご参考までに現行の同指針、その取

扱い細則及びその付属文書を添付いたします:

当学会といたしましては、今後とも肺癌の診断、治療、予防に関する最新の科学的知見を公

開し、あわせて作成者の利益相反状態についても把握して、透明かつ公正な立場から社会に対

してより適切な医療を提供することを目指していきたいと考えております。

特定非営利活動法人 日本肺癌学会事務局

〒260つ013 千葉市中央区中央 4-9-8
エムズ ビル 401

TEL:043‐ 222‐ 3110、  FAD【 :043‐ 222‐ 0655

e‐ malliofflco@haigan grip
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